
人文地理学演習（４） 

担当／伊藤達也   通称／社会経済地理ゼミ 

ゼミキーワード／人文地理学、経済地理学、環境問題、地域問題 

  

羽村の「まいまいず井戸」      「コアレックス信栄のトイレットペーパー製造工程」 

〈社会経済地理ゼミ〉の特徴や活動内容 

ゼミは３年生、４年生一緒に行います。３年生は論文の読み方、書き方、調査方法を学びます。そ

して秋に調査を行います。2019 年は所沢調査、2018 年は鹿島調査を行いました。４年生は一年かけ

て卒業論文を作成します。とにかく少しでも早くから準備をすることが大切です。研究に発想やア

イディアは重要ですが、基本となるのは「準備」です。先行研究の論文・本をちゃんと読んで理解し

ているか。研究を行う上での調査方法を身につけているか。統計処理技法を学んでいるか。その上で

研究テーマを設定しているか。これらの準備が整っていないと、卒業論文は書けません。 

 研究は一人ではできません。ゼミ全体で多くの議論を交わすことが大切です。とにかくまじめに

たくさん、そして楽しく議論しましょう。教員は「教える」のではなく、一緒に「議論」します。夏

季休暇後半のゼミ旅行（４年生の卒論準備報告会）、秋の３年生地域調査がメインになります。 

過去の   ●JR 東日本総武線緩行線平井～浅草橋間における遅延の概要 

卒業論文の ●学校跡地施設の防災拠点としての可能性－東京 23 区の公立中学校跡地施設を事例に－ 

論題例   ●公衆浴場施設の現状から見る温浴施設における入れ墨・タトゥーをしている人の利

用を巡る問題の本質 

■伊藤先生ってどんな先生？■ 伊藤先生は韓国好きな経済地理の先生です。最近はハトを家に飼ってる

みたいで授業中によく話をしています。ユーモアのある先生ですが、切り替えが上手な先生でもあります。張

っている学生に対しては必ず答えてくれる先生です！！〈ゼミ生 F さん〉 

 

 


